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昭和４９年１１月１５日

（最終改正 令和２年９月１日）

技本会会則

（名称）

第１条 本会は、技本会と称する。

（目的）

第２条 本会は、会員相互の親睦を図ることを目的とする。

（事業）

第３条 本会は、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる事業を行う。

(1) 会員相互の親睦を図る事業

(2) 会員の慶弔連絡事務

(3) ホームページの運営

(4) その他、会員名簿の作成および維持管理

（所在地）

第４条 本会を一般財団法人防衛技術協会（〒113-0033東京都文京区本郷三丁目２３－

１４ショウエイビル９階）内に置く。

（会員）

第５条 本会の会員は、本会の目的に賛同して入会を希望する者であって次の各号に掲

げる者とする。この場合において、年齢の基準日は、４月１日とする。

(1) 一般会員 防衛庁技術研究本部、防衛省技術研究本部又は防衛装備庁に在職した

者又は在職中の者（以下「在職経験者」という。）で７７歳未満の者

(2) 名誉会員 在職経験者で７７歳以上の者

(3) 会友 防衛庁又は防衛省に在職した者又は在職中のものであって在職経験者以外

の者

（役員及び代表者）

第６条 本会に次の役員を置く。

会長 １名

副会長 １名

理事 ９名程度

監事 ２名程度

２ 会の代表者は会長、口座の代表者は会計を担当する理事のうち会長が指名する者と

する。

（役員の選任等）

第７条 会長は、原則として技術研究本部長、防衛装備庁長官又は防衛技監の職にあっ

た者の中から、役員会の推薦により総会で選任する。

２ 副会長は、原則として副本部長、技術開発官、装備官、研究所長又はセンター所長

の職にあった者の中から、会長の推薦により総会で選任する。

３ 理事及び監事は、会員の中から、会長の推薦により総会で選任する。

４ 会長は、役員（会長を除く。）のいずれかが任期中に欠けたとき（役員が退任を申

し出た場合であって役員会が退任がやむを得ないと認めたときを含む。）は、役員会

の同意を得て、その任務を代行する者を指名することができる。この場合において、

その任期は、指名後初めて開催される総会までの間とする。
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（役員の任務）

第８条 会長は、会務を掌理する。

２ 副会長は、会長を補佐し、会長が不在のときは、その職務を代行する。

３ 理事は、会長の命を受けて会務を執行する。この場合において、会長は、各理事が

分担する会務を指定するものとする。

４ 監事は、会計の出納、経理および決算を監査する。

（役員の任期）

第９条 役員の任期は、３年とする。

２ 前項の規定にかかわらず、役員の任期は、総会の決議を得て延長又は短縮をするこ

とができる。

（会議）

第１０条 本会の会議は、総会及び役員会とする。

（総会）

第１１条 総会は、技本会に関する会則の変更等の重要事項について決議する。

２ 総会は、会員をもって構成し、毎年１回会長が招集する。

３ 会長は、必要と認めるとき、および、役員会または会員の３分の１以上の要請があ

ったとき、臨時総会を招集する。

４ 総会の決議は、会員の過半数が出席し、出席した会員の過半数をもって行う。

５ 第１項、第２項及び前項の規定にかかわらず、当該年度の前半までに総会を開催す

ることができない相当の理由があると認められる場合は、役員会の同意を得て、郵送

による会員の意思確認をもって総会に代えることができる。この場合において、決議

は、会員の過半数の意思表示があり、意思表示があった会員の過半数をもって行う。

（役員会）

第１２条 役員会は、会長、副会長、理事および監事をもって構成し、会長が随時招集

する。

２ 役員会は、本会の運営に必要な事項を審議する。

（経費）

第１３条 本会の経費は、年度会費（以下「会費」という。）、寄附金及び事業収入を

もって支弁する。

２ 一般会員及び会友の会費は、年度ごとに１，０００円とする。この場合において、

会費の納入は、原則として郵便振替等により行うものとする。

３ 前項の規定にかかわらず、新たに入会した一般会員及び会友は、入会した年度の会

費についてはその納入を要しない。

４ 名誉会員については、会費の納入を要しない。

５ 前項の規定は、７７歳以上の会友であって１６年度分以上の会費を納入した者につ

いて準用する。この場合において、年齢の基準日については、第５条後段の規定を準

用する。

６ 会員は、会費を前納することができる。

７ 前項の前納をした会員が会員の資格を喪失した場合は、前納された会費のうち喪失

した年度後の会費から返金に係る手数料を減額したものを返金するものとする。ただ

し、会員が事前に返金が不要である旨を明示して前納した場合及び返金に際し返金が

不要である旨の申し出があった場合は、返金は行わない。

８ 総会その他の行事を開催するために必要な経費は、その都度集金する。
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（会計年度）

第１４条 本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。

（資格の喪失）

第１５条 会員は、次に掲げる事項の一つに該当するときは会員の資格を喪失するもの

とする。

(1) 会員が死亡したとき。

(2) 会員が脱会を申し出たとき。

(3) 会員が会費を２年以上滞納したとき。

(4) 会員に会の目的を損なう行為があったと役員会が認めたとき。

付 則

１ この会則は、設立総会で審議可決された日（昭和４９年１１月１５日）から発効す

る。

２ 昭和５０年度の会計年度の始期は、第１４条の規定にかかわらず本会の設立の日と

する。

３ この会則の変更は、総会の決議による。

付 則

１ この会則は、平成９年５月２９日から施行する。

付 則

１ この会則は、平成１３年９月２８日から施行する。

付 則

１ 会則は、平成２０年６月３日から施行する。

付 則

１ 会則は、平成２１年６月５日から施行する。

付 則

１ 会則は、平成２３年６月１７日から施行する。

付 則

１ 会則は、平成２４年６月２２日から施行する。

付 則

１ 会則は、平成２５年６月２２日から施行する。

付 則

１ 会則は、平成２６年６月２８日から施行する。

付 則

１ 会則は、平成２７年６月２７日から施行する。

付 則

１ 会則は、平成２８年６月２３日から施行する。

付 則

１ 会則は、平成２９年６月２４日から施行する。

付 則

１ 会則は、令和２年９月１日から施行する。


